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◆
令
和
２
年
度
の
募
集
は
２
間
口
維
持

平
成
18
年
11
月
、
こ
れ
か
ら
の
栗
山

高
校
の
間
口
確
保
と
南
々
空
知
高
等
教

育
の
拠
点
化
を
図
り
、
生
徒
や
保
護
者

が
選
択
し
得
る
高
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
北
海
道
栗
山
高
等
学

校
を
支
え
る
会
（
以
下
「
支
え
る
会
」）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
育
委
員
会
（
以
下
「
道
教

委
」
）
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
、
公
立

高
校
再
編
策
を
示
す
「
公
立
高
等
学
校

配
置
計
画
案
」
の
平
成
22
年
度
お
よ
び

平
成
25
年
度
案
で
は
、
栗
山
高
校
の
間

口
減
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

段
階
で
、
支
え
る
会
が
発
起
人
と
な

り
、
町
、
町
議
会
、
商
工
会
議
所
、
そ

ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
な
ど
、
本
町
の

各
層
に
よ
り
構
成
す
る
「
栗
山
町
高
校

問
題
協
議
会
」
を
発
足
し
、
道
教
委
へ

の
間
口
維
持
に
向
け
た
活
動
が
精
力
的

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
６
月
４
日
、
道
教
委
よ
り
令
和

２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
高
校

配
置
計
画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
栗
山

高
校
は
、
本
年
度
は
１
学
級
編
制
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
の
募
集
学
級
数
は
、
９
月
の
配
置

計
画
決
定
時
に
公
表
す
る
と
の
方
針
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
８
月
19

日
、
佐
々
木
学
町
長
を
会
長
と
す
る

「
栗
山
町
高
校
問
題
協
議
会
」
か
ら

「
栗
山
高
校
普
通
科
の
２
間
口
維
持
」

に
つ
い
て
、
道
教
委
の
佐
藤
嘉
大
教
育

長
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
町
長
か
ら
は
、
特
異
な
年
度

を
基
準
に
生
徒
募
集
間
口
を
減
ず
る
の

は
妥
当
で
は
な
い
こ
と
や
、
令
和
２
年

度
以
降
の
生
徒
募
集
の
見
通
し
、
本
町

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
の
２
間
口
維

持
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
町
を

挙
げ
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

佐
藤
教
育
長
か
ら
は
「
栗
山
高
校
の

定
員
状
況
は
道
教
委
と
し
て
も
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、
今
回
の
要
望
事
項
を

十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
栗
山
町
と
連
携
し

て
栗
山
高
校
が
魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば

れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

道
教
委
は
、
９
月
３
日
に
「
公
立
高

等
学
校
配
置
計
画
」を
公
表
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
栗
山
高
校
の
募
集
間
口

は
２
間
口
維
持
と
決
定
さ
れ
、
地
元
の

学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
高
校
存
続

に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
た
と
、
関

係
者
か
ら
は
安
堵
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

◆
町
か
ら
の
支
援
策

町
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
、
栗
山
高

校
生
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
各
種
資
格
取
得
受
験
料
の
1/2
を
助

成
す
る
町
独
自
の
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
約
２
５
０

人
の
生
徒
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の

資
格
取
得
受
験
料
の
補
助
制
度
に
加

え
、
新
た
に
部
活
動
対
外
派
遣
費
や
各

種
模
擬
試
験
受
験
料
の
助
成
、
青
少
年

海
外
派
遣
事
業
「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望

の
翼
」
の
栗
山
高
校
生
徒
枠
の
創
設
な

ど
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
、支
援
策
の
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
未
来
像
を
話
し
合
う
町
民
組
織　

「
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」
の
設
置

近
年
、
栗
山
高
校
の
入
試
志
願
者
が

募
集
定
員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
た
め
、
今
後
は
間
口
減
少
や
募
集

停
止
な
ど
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、
そ

し
て
、
ま
ち
の
将
来
の
担
い
手
と
し
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
栗
山
高
校
の
存

続
は
、
本
町
の
重
要
な
町
政
課
題
の
一

つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
栗
山
高
校
の
将
来
的
な
在
り
方
や

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど
の
調
査
お

よ
び
検
討
を
目
的
と
し
て
、
２
月
に
関

係
機
関
・
団
体
か
ら
の
推
薦
、
公
募
、

町
長
選
任
委
員
の
合
わ
せ
て
20
人
の
委

員
構
成
に
よ
り
、
栗
山
高
等
学
校
の
魅

力
づ
く
り
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」）

を
設
置
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
２
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
栗
山
高
校
の
現
状
や
道
立
高
校
の

出
願
状
況
を
は
じ
め
、
道
教
育
庁
高
校

教
育
課
長
か
ら
「
公
立
高
等
学
校
配
置

計
画
」
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
な
ど

情
報
共
有
を
図
り
、
委
員
の
皆
様
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験
か
ら
、
栗

山
高
校
に
関
す
る
将
来
の
在
り
方
や
魅

力
・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
７
月
の
委
員
会
で
は
、

議
論
を
進
め
て
い
く
上
で
は
生
徒
・
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
分
析

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

栗
山
中
学
校
全
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
「
高
校
進
学
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
現
在
、

集
計
・
分
析
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
委
員
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も

と
に
、
複
数
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
上

で
、
よ
り
具
体
的
に
調
査
・
研
究
す
る

体
制
を
構
築
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
議
論
さ
れ
る
内
容
の
検
証
を
進

め
、
委
員
会
よ
り
町
長
へ
の
報
告
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
魅
力
あ
る
、
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り

栗
山
高
校
は
、
町
の
中
核
的
教
育
機
関
で
あ

り
、
町
民
と
と
も
に
こ
の
町
を
支
え
続
け
て
き

た
「
町
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
」
で
す
。

若
者
の
多
く
が
町
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
も
、
栗
山
高
校
卒
業
生
が
町
内
の
各
種
企

業
等
に
職
を
求
め
る
傾
向
は
強
く
、
ま
ち
の
産

業
を
担
い
地
域
を
支
え
る
有
為
な
人
材
を
輩
出

し
続
け
て
い
ま
す
。

栗
山
高
校
は
ま
ち
の
担
い
手
確
保
や
地
域
課

題
の
解
決
な
ど
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
で
す
。
今

後
と
も
、間
口
維
持
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、

学
校
の
存
続
に
向
け
て
栗
山
高
校
と
の
連
携
を

図
り
、
生
徒
確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
教
育
委
員
会　

学
校
経
営
改
善
室　

☎
�
１
１
１
７

年度 入学者数 町内中学校
からの進学率

27 年度 78 人 38.18％
28 年度 64 人 36.44％
29 年度 58 人 31.25％
30 年度 52 人 35.19％
31 年度 33 人 22.09％

入学者数の推移（5年間）

※入学者数は毎年５月１日現在の
学校要覧の在籍状況です。

【北海道教育委員会への要望の趣旨】
〇町内中学生の卒業者数が86人で、前年比22人減の特異な年度であったこ
とや、今後の中学生の卒業見込者数、空知南学区内の学級減や募集停止の状況
などから、募集間口を減ずるのは妥当ではない。
〇栗山高校は、北海道介護福祉学校との間に連携協定を締結し、栗山高校生徒の
職業体験などが実践され地域の福祉教育の推進をより強化しており、今後も本町
が目指す福祉のまちづくりに大きく寄与することや、学校運営協議会の設立によ
り、まちと一体となった教育活動が推進されている。募集間口減は、栗山高校が
目指す地域に開かれ密着した学校づくりを鈍化させる。
〇本町が進める資格取得受験料補助制度をはじめとした支援策や、栗山高校とと
もに進める学校活性化や存続に向けた各種施策など、栗山高校の志願者確保に向
けた地元独自の取組内容を十分に踏まえた高等学校配置を求める。

▼道教委への要請行動
令和元年 8 月 19 日

　

魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば
れ
る
学
校
へ

栗
山
高
校
の
存
続
に
向
け
て

町内唯一の公立高校である栗山高校は、今年で創立90
周年の歴史と伝統ある高校です。

昭和39年に全日制課程で普通科と家政科、定時制課程
で普通科と農業科が設置され、1学年最大9クラスを有
し、昭和43年には436人の卒業生を送り出す大規模校で
した。

近年、進路希望の多様化や中学校卒業者数の減少などの
影響により、栗山高校の入学者数は減少傾向にあります。

本年度の入学者数は33人で、学級は2学級から1学級と
なっているのが現状です。

【主な支援制度の内容】
・部活動の全道大会以上の参加費・交通費・

宿泊費などの 1/2 を助成
・学習支援ソフト（Classi）の導入・使用料

の全額を助成
・進学・公務員模擬試験受験料の 1/2 を助成

（栗山高校で行う試験のみ）
・英語技能・漢字能力・ビジネス文書実務

検定など（全 25 種）の資格取得受験料の
1/2 を助成

・「少年ジェット希望の翼」の経費を助成

北
海
道
栗
山
高
等
学
校
を
支
え
る
会
　

早
坂
会
長（
栗
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

　

７
月
１
日
の
支
え
る
会
総
会
に
お
い

て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
早
坂
で
す
。

本
町
で
は
人
口
の
自
然
減
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
中
、
本
年
創
立
90
周
年
の
歴

史
と
伝
統
を
有
す
る
栗
山
高
校
で
す

が
、
万
が
一
存
続
の
危
機
に
直
面
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
本
町
の
経
済
や

社
会
環
境
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
に

お
よ
ぶ
も
の
と
、
商
工
会
議
所
の
立
場

か
ら
も
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

支
え
る
会
と
し
て
、
生
き
残
り
を
か
け
た

栗
山
高
校
に
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
支
え
て
い
く
の
か
。
町
民
皆
様
方
の
貴
重

な
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

行
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


